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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，再発乳がん患者のがんとともに生きる力を支える心理社会的看護介
入プログラムを開発し，その有効性と有用性を評価することである．プログラムは，がん患者のSOCに関する文
献レビュー，15名の転移乳がん患者やそのケアに関わる15名の看護師のインタビューをもとに開発された．15名
の看護師によりプログラムの適切性と臨床適用可能性が評価された．再発・転移乳がんと診断され化学療法を受
ける患者3名（対照群2名，介入群1名）で比較した結果，対照群は治療開始前後でSOC，不安・抑うつ，QOL得点
が改善した者と悪化した者がみられた．一方，介入群は介入前後でSOCと不安・抑うつ得点の改善がみられた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop the psychosocial nursing 
intervention program for recurrent/metastatic breast cancer patients living with cancer and to 
evaluate the effectiveness and usefulness of the program. The program was developed based on a 
literature review of sense of coherence in cancer patients and interviews with 15 patients with 
metastatic breast cancer and the 15 nurses who care for them. The program was evaluated for its 
suitability and clinical applicability by a questionnaire survey of 15 nurses. 
As a result of applying this program to three patients diagnosed with metastatic breast cancer and 
undergoing chemotherapy, the two patients in the control group had improved or worsened SOC, 
anxiety/depression, and quality of life scores before and after the chemotherapy. On the other hand,
 one patient in the intervention group had improved SOC and anxiety/depression scores before and 
after the intervention.

研究分野： 看護学，臨床看護学

キーワード： 再発・転移乳がん　がんともに生きる　Sense of Coherence　心理社会的介入　評価研究

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はがん患者のSOCに関する文献レビューや転移乳がん患者の病気体験からとらえたSOCに関する研究を基
に，日本の実情に合わせた乳がん女性のための心理社会的看護介入プログラムを考案し，その適切性と臨床適用
可能性を評価した上で本プログラムを開発した．このことは，治癒が難しい再発・転移乳がんと診断され化学療
法を受ける患者のSOCを高めて，不安・抑うつを早期に軽減し，QOLの回復を図るために有益であり，外来におけ
る乳がん看護や化学療法看護の質向上に貢献できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
乳がんは，女性の深刻な健康問題となっており，2010 年の罹患者数は 68,071 人と 14 人に 1

人の女性が一生涯のうちに乳がんに罹患している．特に，30～60 歳代の成人女性では，がんの

なかで罹患者数・死亡者数ともに 1 位を占め 1)，家庭や職場で重要な役割を担っている 40 歳後

半から 50 歳代が罹患のピークとなっている．乳がん患者にとって最大の心配事は再発・転移の

不安であるが，初期治療を受けた乳がん患者のうち 10 年以内に再発・転移する者は 30％である
2)．特に，再発・転移後の 10 年生存率は 7～8％であり 3)，再発した患者は厳しい現実と向き合

わなければならない．乳がんは骨や肺転移が多く 4)，疼痛や呼吸困難等の耐え難い症状を伴いや

すく，日常生活への影響を及ぼしやすい．再発治療の選択肢は複雑であり，転移巣の縮小効果が

ない時は次々と薬剤変更しながら，患者は不確かな状況の中で治療を継続しなければならない． 

乳がん患者は初発時よりも再発時に適応障害やうつ病が多く，40 歳代が多い 5)．そして，再

発乳がん患者の適応障害とうつ病の有病率は 42％と他のがんに比べて高く 6)，抑うつにより治

療コンプライアンスが低下する 7)．また，患者は，死の意識や不確かさを感じ，生活の楽しさや

人生の意味を見出す力の減少等の困難に直面したり 8)，【抗がん剤治療を続けていくことでの不

安】や【再発・転移が気がかり】等を抱えているため 9)，患者の長い治療生活を支える心理・社

会的支援の重要性が強調されている．乳がん罹患年齢の 40～50 歳代は，更年期症状や子どもの

自立に伴う喪失感により心身の問題を抱え，社会的責任や役割拡大に伴うストレスが強くなり，

アイデンティティの危機に直面しやすい．この年代の乳がん患者が再発と診断されると，家庭や

職場での課題に対処しつつ，再発という過酷な現実と向き合いながら複雑な治療の選択や中断，

継続を意思決定し，長期に治療を受けなければならない．したがって，再発による衝撃を緩和し，

Sense of Coherence（SOC とする）を高め患者が納得して治療に取り組める援助が重要である． 

近年，がん看護領域では SOC への関心が高まっており，SOC は個人の持続的な把握可能感，

処理可能感，有意味感の 3 つの感覚をいい 10)，困難を乗り越える力と捉えられている．SOC は，

生涯発達するもので，SOC が高い人ほどストレスフルな状況に耐え，うまく処理することがで

きる 11)という．遺伝性がん患者では有意味感の得点が高い人はがんに関連した苦痛や抑うつの

得点が低いこと 12)，術後の消化器系がん患者の SOC と QOL には正の相関がみられ，SOC に焦

点をあてた介入が重要であること 13)が示されている．山崎ら 11)は，SOC の低い人は悪循環に陥

ることは否めず，この悪循環を断ち切る介入が必要であると述べている．特に再発後の乳がん患

者は，治療をしても安定と悪化を繰り返しながら経過するため，不安や抑うつの心理的な悪循環

に陥りやすい．したがって，再発初期から SOC を強化することは，不安や抑うつの悪循環を防

ぎ，より安定した状態でがんとともに生きることが可能になると考える．そこで，乳がん患者の

再発による衝撃を緩和して SOC を高め治療に取り組めるように，がんとともに生きる力を支え

る心理社会的側面を重視した看護介入プログラムを開発・実施することは喫緊の課題である． 

 

２．研究の目的 
本研究の目的は，再発乳がん患者のがんとともに生きる力を支える心理社会的看護介入プロ

グラムを開発・臨床適用し，その有効性と有用性を評価することである．本研究は，(1)がん患者

の SOC に関する文献レビュー，(2)再発・転移乳がん患者の病気体験からとらえた SOC に関す

る研究，(3)診断・治療期の再発・転移乳がん患者の看護実践の様相，(4)再発・転移乳がん患者

の SOC を高める看護介入プログラムの考案と適切性の評価，(5)再発・転移乳がんと診断され化

学療法を受ける患者の SOC を高める看護介入プログラムの有効性の評価の 5 段階で実施した． 

 
３．研究の方法 
(1) がん患者の Sense of Coherence に関する文献レビュー 

研究目的は，がん患者の SOC に関する研究の動向を把握し，SOC の実態や関連要因を明らか

にした．文献検索は，Medline，CINAHL，医学中央雑誌，CiNii のデータベースを用いて，2000
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年～2016 年 6 月までとした．検索は，「がん（cancer）」，「首尾一貫感覚（sense of coherence）」

のキーワードを用いて行い，選定基準を満たした 23 文献を分析した． 

(2) 再発・転移乳がん患者の病気体験からとらえた SOC に関する研究 

研究目的は，再発・転移乳がん患者が薬物療法を継続しながらどのように SOC を機能させて

がんと共に生きているのかその過程を明らかにすることとした．方法として，再発・転移乳がん

で薬物治療を受けている患者を対象に，面接調査と短縮版 SOCスケールを用いた調査を行った．

面接データは逐語録に起こし，修正版グランデッド・セオリー・アプローチを用いて分析した． 

(3) 診断・治療期の再発・転移乳がん患者に対する看護実践の様相と課題 
研究目的は，がん看護の専門看護師や認定看護師が，再発・転移乳がんと診断され治療を継続

している患者に，どのような看護実践を行っているのか，その様相と課題を明らかにすることと

した．方法として，再発・転移乳がん患者の看護に関与している専門看護師や認定看護師を対象

に，フォーカスグループインタビューを行った．得られたデータは，質的帰納的に分析した． 

(4) 再発・転移乳がん患者の SOC を高める看護介入プログラムの考案と適切性の評価 

研究目的は，再発・転移乳がんと診断され化学療法を受ける患者の SOC を高める看護介入プ

ログラムを考案し，その適切性を評価した．方法として，介入の対象は遠隔転移を診断され化学

療法を継続する再発乳がん患者であり，介入目標は「再発・転移と診断され化学療法を受ける乳

がん患者の SOC を高め，早期に不安・抑うつを軽減し，QOL を回復させること」とした．介入

の構成要素として，①再発がんや治療への感情表出を助けること，②再発がんや治療への感情及

び思考の整理を助けること，③再発がんや化学療法の情報を得るのを助けること，④否定的感情

への効果的な対処法の活用を促すこととした．介入方法は，Narrative Approach 手法と，再発・

転移がんや化学療法に対する情報提供，否定的感情に対する対処法の指導とした．介入期間は初

回の化学療法開始時から 1 か月半とし，介入回数は 3 回とした．これらの内容を含んだ実践ガ

イドを作成し，がん看護の認定看護師と，外来化学療法部門の一般看護師に質問紙調査を行った． 

(5) 再発・転移乳がんと診断され化学療法を受ける患者の SOC を高める看護介入プログラムの

有効性の検討―パイロットスタディ― 

研究目的は，再発・転移乳がんと診断され化学療法を受ける患者の SOC を高めて，不安・抑

うつを早期に軽減し，QOL の回復を図るために，患者の SOC を高める看護介入プログラムを

臨床適用し，その有効性および有用性を明らかにすることとした．対象は，転移・再発乳がんと

診断され、化学療法を受ける患者とし，通常ケアを受ける患者を対照群，本プログラムを受ける

患者を介入群とした．プログラムは(4)で記述した通りであり，介入回数は 3 回とし，1 回目は初

回化学療法開始時，2 回目は 2 クール目の化学療法時（治療開始から 3~4 週間），3 回目は 3 ク

ール目の化学療法時（治療開始から 6~8 週間後）とした．プログラムの有効性を評価するため

に，Primary Outcome を不安・抑うつと QOL，Secondary Outcome を Sense of Coherence と

した．不安・抑うつ測定には，Hospital Anxiety and Depression Scale（HADS）14)を使用し，

不安と抑うつ各 7 項目の計 14 項目からなる尺度であり，信頼性・妥当性が得られている 15)．

Kugaya ら 16)の基準に従って不安項目 8 点以上，抑うつ項目 11 点以上，合計 20 点以上を不安

あるいは抑うつ状態とした．QOL 測定には SF-12v2®を用い，信頼性・妥当性が確認されている

12 項目 8 つの健康概念から構成されている包括的 QOL 尺度である 17)．得点は身体的側面，精

神的側面，社会的側面の 3 コンポーネントサマリースコアを算出し，点数が高いほど QOL が高

いことを示す．SOC 測定には、山崎ら 11)により開発された短縮版 SOC スケール日本語版を用

い，把握可能感，処理可能感，有意味感の 13 項目で構成されており，信頼性・妥当性が得られ

ている．得点範囲は 13～91 点であり，点数が高いほど SOC が高いことを示す． 

 

４．研究成果 

(1) がん患者の Sense of Coherence に関する文献レビュー 
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23 文献を分析した結果，図に示すよ

うにがん患者の SOC は，年齢，婚姻状

況，就労状況等の個人的背景や闘病期間

に影響されることが示された．また，

SOC は，健康状態，精神状態，QOL，

コーピング方略に肯定的な影響をもた

らし，これらの予測因子となることが明

らかとなった．したがって，看護師は患

者の SOC を高め精神的健康や QOL 向

上をめざして支援することが重要である．今後，患者が病気の体験を通してどのように SOC を

高めているのか質的研究を積み重ね，SOC を高める介入内容を明確化することが必要である． 

(2) 再発・転移乳がん患者の病気体験からとらえた SOC に関する研究 

参加者は 15 名で，平均年齢 54.7 歳（34

～68 歳），既婚者 14 名，有職者 7 名であ

った．転移乳がんの診断時から面接まで

の期間は，平均 4.5 年（1～15 年）であっ

た．治療は，内分泌療法 3 名，経口抗がん

薬を含んだ化学療法 12 名であった．SOC

平均得点は 60.8(SD=10.3)だった．参加者

は，医師から Bad news を説明されると，

一時的にがんに囚われるが【再発・転移乳

がん（MBC）による脅威を管理すること】

をしながら，【MBC による体験を把握す

ること】，【病気体験の有意味感を認める

こと】を相互に行い，SOC を機能させて

いた．この SOC は【MBC の自己開示を通したセルフコントロール】や【身近な人や医療者と

のラポートを維持すること】により促進されていた．SOC がうまく機能すると【アイデンティ

ティを調和させること】が可能になり，【自己超越欲求をもつこと】にまで至っていた．医療者

は SOC の機能を促進できるように，患者との関係を維持しながら，がんをオープンに話せる場

を作ることが重要である．また，患者の SOC をうまく機能させることができるように継続的に

病気や治療に関する情報を提供することやナラティブアプローチによる支援をする．これらに

よって，患者の SOC が高められ，がんと共によりよく生きることが可能になると考える． 

(3) 診断・治療期の再発・転移乳がん患者に対する看護実践の様相と課題 

参加者は，7 名の専門看護師と 8 名の認定看護師の計 15 名で，がん看護の臨床経験年数は平

均 19 年であった．看護師は診断時に再発への衝撃を受け，無力感や悔しさを抱いている乳がん

患者に【患者の思いを包容する】【再発予防に対する患者の労をねぎらう】という実践を行って

いた．そして，再発治療への抵抗感を示す患者に対して【患者が納得した治療選択を支える】こ

とをし，抗がん剤治療が始まると，生活に支障を及ぼす副作用や終わりのない治療への患者の思

いに対して【患者とのつながりを維持する】【ひたすら患者をエンパワーする】というケアをし

ていた．抗がん剤治療の効果が減弱してきたり，病状が悪化してくる時期になると，看護師は【患

者の病状を見極める】【患者の病状認識のギャップを埋める】【患者が納得した治療中止を支える】

という実践を行い，患者が望むエンド・オブ・ライフを過ごせるように【多職種と密な連携を図

る】努力をしていた．看護師は，再発・転移乳がん患者の思いに寄り添いながら，治療の継続や

中止を支え，最期まで患者の QOL を維持できるように先を見越した援助を提供していた． 

(4) 再発・転移乳がん患者の SOC を高める看護介入プログラムの考案と適切性の評価 

対象者は，乳がん看護あるいは化学療法看護の認定看護師 10 名と外来化学療法部門の一般看

個人の背景要因 Sense of Coherence 健康状態

・年齢 【構成概念】 ・身体症状・機能

・婚姻状況 ・把握可能感 ・睡眠，性機能

・就労状況 ・処理可能感

・教育歴 ・有意味感 精神状態

・不安・抑うつ

・がん関連の苦痛

・外傷後ストレス症候群

闘病期間 ・がん再発への不安　など

コーピング方略

楽観的見方・

スピリチュアルな見方

QOL

・自分の気持ちをオープ
ンに話すこと

      は影響を示す。

図1　がん患者のSense of Coherenceと関連要因の概念図
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護師 5 名の計 15 名であった．プログラムの全体目標や構成内容を適切と回答した対象者は 80%

以上であった．また，再発・転移乳がん患者に役立つプログラムだと思うと回答した対象者は

86.7％と高い評価が得られた．しかし，介入方法や介入期間，介入回数を適切と回答した対象者

は 60％程度であり，忙しい看護実践の場では「時間の確保が難しい」等の意見があげられた．

介入プログラムの内容は適切であり，臨床における有用性もあることが示された．本プログラム

は一部修正することにより，臨床適用できると考える． 

(5) 再発・転移乳がん患者の SOC を高める看護介入プログラムの有効性の検討 

現時点での対象は，対照群 2 名，介入群 1

名で，データ収集を継続中である．対照群は

A 氏 55 歳と B 氏 66 歳であり，介入群は C

氏 72 歳である．対照群は，治療開始前と治

療開始後 6~8 週間において A 氏は SOC，

HADS，SF-12 の得点が若干改善したが，B

氏は悪化していた．一方，C 氏は介入前後に

おいて SOC と HADS の得点は改善したが，

SF-12 の得点が低下していた．人数が少ない

ため介入の有効性は示されていないが，人数を増やして介入効果を検討する予定である． 
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表1　各症例の介入前後のSOC，HADS，SF-12の得点変化

治療開始前 治療開始後
6～8週間

治療開始前 治療開始後
6～8週間

介入前
（治療開始前）

介入直後
（治療開始後

6～8週間）

SOC 13～91 85 86 53 51 54 56

HADS：不安 0～21 8 7 12 12 9 8

HADS：抑うつ 0～21 12 11 12 15 13 12

HADS：合計 0～42 20 18 24 27 22 20

SF12：身体的側面 49.2 49.7 39.2 40.4 47.9 47.4

SF12：精神的側面 52.7 59.5 35.2 47.7 54.2 51.5

SF12：社会的側面 59.0 57.7 49.3 44.0 40.4 39.3

項目 得点範囲

対照群 介入群

A氏 B氏 C氏
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